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利用目的は達成、人材確保が課題に導入効果と課題

解   説

増加に積極的な姿勢がうかがえる。

■ 導 入 効 果 と課 題

昨年に引き続き、インターネットを導

入したことによって企業がどのような点に

効果があったと感じているかを5点満点で

評価してもらったのが資料1-4-62である。

それぞれの項目における回答率は「該当

なし」を除外しているために異なっている。

最も平均得点が高かったのは、昨年同様

「社内活性化、コミュニケーション効果」

の4.0であった。次いで「マーケティング･

宣伝効果」（3.8）、「技術･開発効果」（3.7）

が上位となっている。いずれも直接利益

の見込める分野ではないが、先にみた

「インターネットの利用で期待する効果」

（資料1-4-19　P.96）と対比してみれば、

ほぼ順位が合っており、その目的がほぼ

達成されていることがわかる。もともと直

接利益やコスト削減を期待しているわけ

ではないため、企業のインターネット利用

目的はほぼ達成され、それなりにインタ

ーネットが社内外のコミュニケーションや

リレーションシップに貢献しているという

評価を得ているといえる。インターネット、

イントラネットに関する今後の課題につ

いては、一作年 6位、昨年 2位だった

「通信速度」が1位となった。実際には高

速化が進んでいるにもかかわらず、相変

わらず関心が高い。昨年伸びた「データ

や情報のセキュリティー」は今年やや後

退し、代わりに「構築、管理運用のため

の人材・スキルの確保」が43.8%から

55.2%へと浮上している。これらの課題は

今後企業でのインターネット利用が進む

につれて、ますます具体的な対応が必要

とされる。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株

式会社）
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取引先（販売店、ディーラー、流通業者）との 
流通効率の向上　N=1,204

カスタマーリレーションシップの向上 
　N=1,244

従業員の生産性効果 
　N=1,360

技術・開発効果 
　N=1,354

社内活性化、コミュニケーション効果 
　N=1,455

マーケティング・宣伝効果 
　N=1,332

販売、受注に関するコスト・ 
マンパワーに関する効果　N=1,199

仕入れ、発注に関するコスト・ 
マンパワーに関する効果　N=1,163

売上に対する直接効果 
　N=1,257 3.5
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資料1-4-62　インターネットの導入効果について項目別平均点
（5点満点）
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資料1-4-63　インターネット、イントラネットに関する今後の課題
N=1,662
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無回答 

わからない 

その他 

プロバイダーのサポート 

通信インフラが未整備 

競合他社のインターネット能力 
との競争力維持 

法的規制（関税、著作権、許認可等） 
の未整備 

エンドユーザーにとっての操作 

技術標準への対応等インターネット 
関連システムの成長への対応 

導入投資効果の計測、分析 

プライバシーや信用 

社内体制や戦略が 
足りない（合わない） 

設備投資（インフラ構築コスト） 

データや情報のセキュリティー 

構築、管理運用のための 
人材・スキルの確保 

維持管理、運用コスト 

通信コスト 
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